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（演者略歴） 

1998 年 3 月 九州大学大学院理学研究科生物学専攻博士課程修了（理学博士） 

2014 年 3 月 早稲田大学大学院商学研究科 (MBA)修了 

（職歴） 

1997 年 4 月 日本学術振興会特別研究員（DC2、PD 名古屋大学生命理学） 

1999 年 4 月 ハーバード大学医学部/MGH Cancer Center Postdoctoral Fellow 

2001 年 6 月 武田薬品工業株式会社 医薬研究本部 主任研究員/グループリーダー 

2014 年 2 月 ノバルティスファーマ株式会社メディカル本部・中枢神経メディカルフランチャイズ部（本

社）マネージャー/Scientific Director 

2015 年 11 月 大阪大学ベンチャーキャピタル投資部パートナー、KOTAI バイオテクノロジーズ株式会社社

外取締役、株式会社 chromocenter 社外取締役 

2017 年 9 月 共和薬品工業株式会社メディカルアフェアーズ本部本部長/Chief Medical Officer（兼）事業

戦略本部 副本部長 

2022 年４月 アステラス製薬株式会社 創薬アクセレレーター Associate Director（現在に至る） 

（兼任） 

2015 年-現在 名古屋大学理学部生命理学・招聘教員、Managing editor, Frontiers in Bioscience 

2020 年-現在  Topic editor, Frontiers in Neuroscience、Topic editor, Biomolecules  

 

 

 

 

※アドバンス生命理学持論ですが学部生の聴講も歓迎します 

問い合わせ先：森 郁恵(4560) 

研究者を取り巻く環境だけでなく、企業およびビジネス環境は激変してきています。間違いな

く、この変化はさらに加速していきます。それに伴い、前例のないレベルで、環境変化や挫折

など、様々な経験することでしょう。これまで皆さんは、人生哲学、価値観、年齢、学力、教

養など、比較的同類層の中にいましたが、卒業後社会へ飛び出すことになると、ヘテロな集団

の中で、これまで出会ったことのない種類の自分とは全く異なった人たちと共にすることにな

るでしょう。その中にあって理学部出身者は、工学部、農学部、薬学部などの他の理系学部出

身者とはとても異なったフィロソフィーがあるために、自身のキャリアパスをどうすべきかに

ついての悩みも深いはずです。本セミナーでは皆様との双方向での討議を中心に、就職活動対

策も含めて、理学部出身者のためのキャリアパスについて考察してみたいと思います。 
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